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農協法公布記念日にあたっての

組合員・役職員へのメッセージ

北海道農業協同組合中央会

代表理事会長　小野寺　俊　幸

　昭和 22 年 11 月 19 日に農業協同組合法（農協法）が公布され、今年で 73 年を迎え

ました。

　戦後の食糧不足の混乱期に、農業者の協同組織の発達を通じ、「農業生産力の増進」

と「農業者の経済的社会的地位の向上」を図り、国民経済の発展に寄与することを目

的として、農協法が制定され、農協が設立されました。

　農協は「農業者による農業者のための組織」であり、協同組合原則に掲げる「自主・

自立」「民主的運営」の基本に立ち、相互扶助の精神のもと、幾多の困難な状況を乗

り越え、組合員の皆様の営農と生活の安定並びにより良い地域社会の実現を目指し、

今日に至っております。

　今年は新型コロナウイルスという今まで経験したことのないウイルスが、世界的に

感染拡大しており、こうしたコロナ禍において、道民に対し北海道農業から行動を起

こすことで、農業と人、農村と都市、生産者と消費者（生活者）の関係のあり方を見

つめ直していただくため、「ＡＧＲＩＡＣＴＩＯＮ！ＨＯＫＫＡＩＤＯ（アグリアク

ションホッカイドウ）」と題した取組みをＪＡグループ北海道が一丸となって行って

います。

　「ＡＧＲＩＡＣＴＩＯＮ！ＨＯＫＫＡＩＤＯ」は、主に次の３つをテーマとした行

動であり、まず一つは日頃、北海道産農畜産物を食べていただいている感謝をしっか

りと伝えること、次に食料自給率の重要性に関する理解促進と具体的な行動変容を求

めること、最後により多くの方に気軽に農業に接する機会を増やしてもらう（パラレ

ルノーカー）ための国民に向けた情報発信であり、第 29 回ＪＡ北海道大会で決議い

たしました「北海道 550 万人と共に創る『力強い農業』と『豊かな魅力ある農村』の

実現」と「農業所得の増大と、多様な担い手の確保・育成」、「次代につなげる協同組

合の価値と実践」の一環として、しっかりと取り組んで参ります。

　最後になりますが、ＪＡグループ北海道は、協同組合の理念と精神を事業の拠り所

とし、今後とも組合員の皆様が夢と希望を持って営農と生活が続けられる環境を整え

ること、地域農業とＪＡの発展に全力でサポートすることをお誓い申し上げ、農協法

公布記念日にあたってのメッセージと致します。
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今年度もお米の出荷をいただき
ありがとうございました
令和２年産米　出  荷  状  況

令和２年産米　出荷状況（10月27日現在）　� （単位：俵）

ななつぼし きらら 397 ゆめぴりか その他品種 計

所　　　　　　　　前 35,301.0 49,342.5 5,316.5 89,960.0

上川ライスターミナル 39,683.0 21,814.0 67,652.0 129,149.0

ラ�イ�ス�セ�ン�タ�ー 28,922.0 24,195.0 2,288.0 55,405.0

計 103,906.0 95,351.5 67,652.0 7,604.5 274,514.0

※出荷実績は主食用米、水田活用米穀の合計数量となっています。
※上川ライスターミナル、ライスセンターは 10 月 15 日分までの自主検数量と仮置コンテナの見込数量なっています。

　水稲苗床では、肥料分の蓄積などによる pH低下によって適正範囲 (4.5 ～ 5.0) では無いハウ
スが見られます。「健苗育成」が高品質米生産の基本であり適正な pHでの耕種的防除を基本と
した育苗が「使用農薬の節減」にもつながりますので、来年度に向け土壌診断を実施しましょう。

●ｐＨの簡易測定 (無料 )は営農センターにて随時受付けております。

来年度に向け、土壌診断を実施しましょう。

　令和２年度は、３月の好天で雪解けが極めて速く、播種作業は
平年並みに進み４月後半から低気圧による気圧の谷の影響で雨や
雪が降る日もあり春作業への影響が懸念されましたが、雪解けの
早さから春作業は順調に進み、移植は平年より２日程度早く開始
され移植後の活着・生育は移植時期にも左右されましたが、概ね
良好となりました。
　６月上旬までは好天に恵まれ順調な生育かと思われましたが、
６月中旬より前線を伴った低気圧の影響で曇りや雨の日が続いた
ことで平年よりかなり少ない日照時間でしたが、平年並みの葉数・草丈・茎数となりました。７月から
は好天となったことから、冷害危険期中は問題のない生育となりました。田植時期による個人差はあり
ましたが、概ね平年並みの生育となり８月からは高温の日が続き遅発分げつの発生が多かったことで、
平年より１日遅い生育進度となりました。８月下旬からは高温で推移し収穫期は平年より２日早くなり
稲刈り作業が開始されました。
　水稲稔実調査では茎数は平年並みでありましたが、一穂籾数が多く不稔歩合も少なかったことから㎡
籾数は平年より多い結果となり、平年作～やや良の収量が見込まれる中、９月 15日現在の作柄は北海
道「105」上川「106」と公表されました。
　品質状況では、７月からの好天による暑さで「遅発分げつ」が発生し、穂揃いが劣る生育で未熟粒、
青死米や登熟期間の高温で腹白、乳白粒が発生しましたが、タンパクについては昨年よりも低い値となっ
ており、不稔歩合等の影響と推測されています。
　このような状況の中、「信頼される米産地」確立へ向けた生産者皆様の深いご理解とご協力により、
全量一等米での出荷状況となっておりますことに厚くお礼申し上げます。
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ＪＡ北海道中央会

ＪＡ北海道信連

ホクレン

ＪＡ共済連北海道

ＪＡ北海道厚生連

　ＪＡグループ北海道の連合会・中央

会の活動内容を紹介します。各団体の

詳しい取り組み内容はＷＥＢサイトを

ご覧ください。

　９月28日、ＪＲ札幌駅にて「フラワーキャンペーン～道産花き日常生活にプラ
ス１～」を開催いたしました。
　本キャンペーンは、北海道経済連合会とＪＡグループ北海道の主催で、新型コロナウイ
ルスの感染拡大により需要が落ち込んでいる北海道産花きの需要を喚起することを目的と
して、お越しいただいた道民の皆さまに北海道産の花1,000束を無料配布いたしました。
小野寺会長(ＪＡ北海道中央会)、真弓会長(北海道経済連合会)に加え、北海道のご協力の
もと、鈴木知事にも応援に駆けつけていただき、1,000束の花全てを配布することができ
ました。
　皆さまも是非、ご家庭で北海道産の花を飾っていただくと
ともに、大切な人への贈り物などでも道産の花を取り入れて、
花のある、そして華のある日常生活を楽しんでください。
　ＪＡグループ北海道は、「ＡＧＲＩＡＣＴＩＯＮ！ＨＯＫＫ
ＡＩＤＯ」(アグリアクション北海道)の一環として、今後も
北海道産花きの消費拡大に取り組み、花き生産者を含む全道
の生産者を応援していきます。

　８月25日、バイオマスリサーチ株式
会社（本社：帯広市）と北海道信連、
農林中央金庫は酪農・畜産業へのバイオガスプ
ラント普及に向けた連携協定を締結しました。
３者が連携することにより、プロジェクトチー
ムの組成、事業性評価とファイナンスメニュー
の構築に取り組み、
ふん尿処理にかかる
営農課題解決に加
え、循環型で持続的
な営農体系の確立
と、エネルギーの地
域循環の実現を目指
してまいります。

　ホクレンは、「ホクレン大収穫祭」の

一環として、北海道米「ゆめぴりか」

計４ｔと、北海道産馬鈴しょ、玉ねぎそれぞれ

計500㎏を、札幌市内の児童福祉施設10カ所に

寄贈しました。寄贈は今年で36回目。今年は新

型コロナウイルスの影響で、札幌三越での会場

販売が取り止めと

なったことから、

ホクレンの篠原末

治会長が札幌市役

所を訪れ、町田隆

敏副市長に目録を

手渡しました。

　ＪＡ共済連北海道は、平成20年より

地域貢献活動の一環として、交通安全

啓発運動を北海道警察本部と連携し「旗の波運

動」として取組んでいます。

　街頭で小旗等を振り、ドライバーに交通安全

を呼びかけ、交通事故の撲滅、および交通安全

意識の向上を目的に活動

しております。

　今年度も札幌地区では

９月23日に共済ビル前

の街頭で実施しドライ

バー・歩行者へ交通安全

運転を呼びかけました。

　組合員ならびに地域住民の皆様の生
命と健康を守るため、本会事業の積極
的な啓蒙推進を図ることを目的として、広報誌
「すまいる」を発行しております。年３回発行し
ており、様々な医療・健康情報を発信しており
ます。10月発刊の秋号においてはプレゼント付
アンケートのコー
ナーもございます。
是非、ＪＡ北海道
厚 生 連 の ホ ー ム
ページをご覧いた
だきアンケートへ
のご協力をお願い
致します。

 



【農業者年金のご相談は】
　ＪＡたいせつ　本所金融課　　　　　旭川市東鷹栖１条３丁目　☎５７－２３１１
　　　　　　　　鷹栖支所管理金融課　鷹栖町北１条１丁目　　　☎８７－２１２１
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第６回 法律相談日のご案内
　ＪＡでは、農地の売買・相続等に関する問題や、その他日常における法律問題について相
談いただけるよう顧問弁護士による法律相談日を定期的に設けておりますので、事前にご予
約の上お気軽にご利用ください。

◦相談日時　令和２年11月20日（金）
　　　　　　午後3時から午後5時

◦相談場所　東鷹栖本所営農センター
　　　　　　２F会議室

◦弁 護 士　田代 耕平 氏
　　　　　　（札幌総合法律事務所）

※お問い合わせ先
　本所　購買部営農支援課　　☎57-2357
　支所　鷹栖支所営農施設課　☎87-4111

知っておきたい暮らしの雑学

たいせつ図鑑
今回は、安全運転のポイント

～ 対高齢者事故の防止 ～

【高齢者の特性①・・・歩く速度が遅い】
● 高齢者は体力の低下に伴って歩く速度が遅くなり、青年男子と比べてみると、10 ｍの道路を横断する

のにかかる時間は、青年男子の約 7.4 秒に対し、高齢者は約 9.7 秒かかります。時速 40㎞で走行した
まま、100 ｍ先を横断する高齢者に９秒でたどり着くので衝突の危険があります。

【高齢者の特性②・・・黒っぽい服装を着る傾向がある】
● 北海道警察本部が歩行中の事故で亡くなった高齢者家族に聞き取り調査を行ったところ、上衣・下衣と

もに６割以上が黒系統の服装を着ていました。夜間走行ではヘッドラ
イトを上向きにして、高齢歩行者を早く発見することが大切です。

【高齢者の特性③・・・うつむきがちな姿勢で歩く】
● 高齢になると、腹筋や背筋が衰えることから、体をまっすぐに支える

ことが難しくなり、うつむきがちに歩くようになります。すると視野
は下方に向き信号などを見落として赤信号でも横断することがありま
す。「横断してくるかもしれない」と考え、動静に十分注意しましょう。

時速40km
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